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方法を見渡してみよう。まず、研究開始年度となった 1952 年度の研究所年報には、第 1 研究
室の設置にあたり、以下のような記述がある。実際の音声データにもとづく日常談話の研究と
いう、新しい研究分野を開拓していこうとする気概が感じられる。 
                                                          
2 国立国語研究所設置法（昭和 23 年 12 月 20 日法律第 254 号）第二条一。 
3 当時の研究報告書や研究所年報は、以下のウェブサイトから検索・閲覧することができる。 
  http://db3.ninjal.ac.jp/publication db/ 
4 『昭和 27 年度 国立国語研究所年報 4』pp.2–3。 





（『昭和 27 年度 国立国語研究所年報 4』p.5） 
 
録音作業に際して、まず最初に行われたのが、どのような種類の日常談話を集めるか、その






（『昭和 27 年度 国立国語研究所年報 4』p.6） 
 
 





















たものは 60 巻に過ぎなかった。 （『談話語の実態』p.2） 
 
図 2 は、1955 年の『国立国語研究所 要覧』に掲載された録音風景である。 
 
 
図 2：「話しことばの収録」（『国立国語研究所 要覧』1955 年） 
 











































の規模としては、イントネーションの分析には 10 巻分の日常談話が、文長などの分析には 18
巻分の日常談話と 17 巻分の比較資料が、文の構造の分析には 10 巻分の日常談話と 3 巻分の比
較資料が、語の種類の分析には 20 巻分の日常談話と 7 巻分の比較資料が、それぞれ用いられ
た。なお、18 巻分の日常談話には 10,118 文が認定され、また 20 巻分の日常談話には 83,620
語が認定されている。さらに、各項目の分析では、発話者の性別や年齢、発話場面などの違い
によってイントネーション・語彙・文法がどのように異なる分布を示すかが記述されている。 
                                                          
5 山根（2002）、伝（2007）、伝・渡辺（2009）、Watanabe（2009）、丸山（2007, 2008, 2014a）など。 
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以下、『談話語の実態』に示されている分析の一例を示す。図 5 に示すのは、日常談話（10,118














（日常談話における：筆者註）1 語文の度数 2062 は全文数の 20.38%に当り、ニュース
の 1.32%に比べて、いちじるしく高い。日常談話の文の半数は 5 語以内の文であり
（50.23%）、10 語以内の文は日常会話の文の 4 分の 3（77.05%）を示している。これも、








                                                          
6 『談話語の実態』pp.56–57 にある図表 3、4 を再構成した。 




























また、その研究のスピードにも注目したい。1952 年の研究開始後わずか 2 年の間に 40 時間
分の音声の録音、30 時間分の転記、各種アノテーション、集計・分析が、人力のみで行われた
ことになる。『談話語の実態』には、先述の 5 人の所員と 3 人の臨時筆生で作業を担当したと
いう記録があるが（p.5）、その仕事の速さに驚きを禁じ得ない。 
そして何よりも重要なのは、この研究の先見性であろう。バランスよく収集した大量の日常
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談話を分析用データに加工し、そこに含まれる言語的特徴を定量的に分析した研究としては、
世界的に見ても極めて早い「話し言葉コーパスの構築と分析」の実践例であった。イギリスの
UCL（University College London）において、Randolph Quirkらによって“Survey of English 
Usage（SEU）”計画が開始されるのは 1959 年のことである。Quirk らはその後、イギリス英
語の書き言葉と話し言葉をと 50 万語ずつ集めたコーパスを作成し、コーパス言語学の端緒を



























































                                                          
7 小磯・前川（2015）には、種々の話し言葉コーパスとその研究利用の例が詳しくまとめられている。 









と共同で整備を進めることにした。2019 年度までの 4 年間をかけて約 50 時間分の音声をコー
パス化し、一般公開することを目指す。 
これに関連する先行研究として、UCL から 2006 年に公開された“DCPSE（Diachronic 
Corpus of Present-day Spoken English）”が挙げられる。8 これは、Survey of English Usage
で 1960 年代後半から 1990 年代前半に録音されていたイギリス英語の話し言葉を集め、形態論
情報・統語構造情報などをアノテーションした約 88 万語の話し言葉コーパスである。Aarts et 

















                                                          
8 http://www.ucl.ac.uk/english-usage/projects/dcpse/ 
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9 これは前川喜久雄氏の助言による。 
































                                                          
10 国立国語研究所は、設立時から 1954 年 9 月まで、聖徳記念絵画館の一部を借用していた。 










（3）新しい字引きが 20 万語を収載すると書いてありまするけれども、その中の 
（1）は「国立国語研究所十周年記念式典」（1959 年 3 月）における山本有三氏（明治 20 年
生）の講演、（2）（3）は「新庁舎開き記念講演会」（1955 年 3 月）における波多野完治氏（明









（4）は「絵画館のおばさん」（1952 年 9 月録音）からの例で、発話者は推定で 70 代前半の
女性、（5）は「麻布主婦（1）」（1957 年 5 月録音）からの例で、発話者は 41 歳（1916 年生）




と思われるが、約 60 年前には「ございます」「です」と共存していたことがここから分かる。 
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